
臨 床 薬理 Jpn J Clin Pharmacol Ther 26(1)Mar 1995 289

第15回 日本 臨床薬理学会 1994年12月1～2日 アク トシテ ィ浜松

情報処理能力に及ぼす喫煙 とアルコールの影響
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目的:喫 煙者 および非 喫煙者 を対 象 とした研究で

はニコチ ンが集中力 などを含 む情報処理能 力を高

める ことが示唆 されて いる。我 々は、以 前情報処

理能 力に対 す る喫煙の影響をColor Word Test(CW

T)を 用 いて、習慣的喫煙者6人 を被験者 と し、

CWTを 前 半5分 、休憩1分 、後半5分 という短

時間で施行 した結 果、禁煙 やアル コールの影響を

CWTが よ くと らえる ことが確 認された。喫煙は

そのつ どの心理状態 を調節 している可能性があ る

ことか ら、長時間 の作 業条件下 での喫煙 の影響 も

興味が持たれ る。 そこで今 回我 々は、CWTを 用

いて、長時間、40分 間 にわたる情報処理能 力に

及ぼす喫煙の影響を、ニ コチ ンとアルコールとの

相互作 用 も含めて検討 した。 さ らに今 回は、別 の

情報処理 能力に対す る喫煙 とアル コールの影響を

みるため、連続加算作業(ク レペ リン検査)と よ

り単純 なタ ッピングテス トを用いて検討 した。

方法:1)CWT:対 象 は健常男性志願者7人 で、

いずれ も機会飲 酒者 で、1日15-30本 の 喫煙

習慣があ る。CWTは 前 半5分 、1分 休憩、後半

5分 の計10分 間 を1回 と し、5分 間隔で4回 、

計40分 間 施行 した。CWTは 以 下 の内容で構 成

されてい る。赤、青、黄、 白の4色 のいずれかに

より描かれた赤、青、黄、 白の4つ の漢字 のいず

れかが コン ピューターの画面上 に現 れる。 この時

漢字を描 く色は、 その文字の表す色以外 の3色 の

いずれかで描かれて いる。被験者は画面 に現れた

色に対応す るキ ーボ ー ドの4つ のキ ーをで きるだ

け速 く押 し、反応 すると画面は次に移る。結果は

パーソナルコ ンピューターに記録させ
、正反応数、

総反応数 として算 出され る。

2)ク レペ リン検査および タッピングテス ト:

4名 の習慣的喫煙者 で、機会飲 酒す る健常 男性 志

願者で施行 した。 ク レペ リン検査 は、10分 間 の

試行を1.回 と し、2分 間の休憩を はさみ4回 施行

した。 このテス トは画面上に現れ る一桁の2数 字

を加算 した結果 の一桁 の数字 をキ ーボ ー ド上で回

答す るもので あり、 回答が終 わる毎 に次の問題が

現れ るよ うになって いる。 タ ッピングテス トは、

1分 間の試行を1回 と し、15秒 の休止 をはさみ

4回 施行 した。 このテス トは、キ ーボー ド上 の隣

接する2つ のキ ーを右手第2お よび第3指 で交互

にできるだけ早 く押す ものであ る。

実験前24時 間は非飲酒 とし、以上3つ の実験

を以下の5条 件 で施行 した。

(1)通常 喫煙(Smoking:Sm):実 験 前は通常に喫煙

し、実験中 も自由に喫煙 しなが ら施行 。

(2)禁煙 条件(Abstinence:Ab):実 験 前24時 間 お

よび実験中 も禁煙下で施行。

(3)再喫 煙(Re-smokimg:Re):24時 間 禁煙後
、 自

由に喫煙 しなが ら施行。
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Fig. 1a The effects of nicotine and alcohol on the  Color Word Test(CWT) 

Sm:Smoking, Ab:Abstinence, Re:Re-smoking, Dr:Drinking, Dr+Sm:Drinking 
and Smoking

(4)飲酒 条件(Drinking:Dr):通 常 喫煙後に清酒1

合(ethanol 23.5g)を 飲 酒 し、飲酒15分 後 よ

り非喫煙下 で施行。

(5)飲酒 喫煙 条件(Drinking and Smoking:Dr+Sm):

通常 喫煙 後、飲酒 し15分 後よ り喫煙 しなが ら

を施行 した。

結果:被 験者1か ら4ま でのCWTの 結 果をFig.

1aに 示 した。縦軸が正反応数、横軸が左 か ら通常

喫煙、禁煙、再喫煙、飲酒のみ、飲酒喫煙 を表 し

ている。通常喫煙、禁煙、再喫煙の3条 件 を比較

す ると、禁煙時が他の条件を上回 ることはな く、

7人 中6人 が禁煙 により作業能力の低 下が認 め ら

れた。通常喫煙時、飲酒時、飲酒喫煙下でのCW

T遂 行 能力で は、7名 中5名 が飲酒時に比べ、飲

酒喫煙時が有意 に高 い値を示 した。また7人 中3

人 でアルコールとニ コチ ンの併用で通常喫煙よ り

高 い結果が得 られた。 クレペ リン検査では、喫煙、

禁煙、再喫煙の3条 件下の平均反応数の比較では、

いずれの被験者 で も3条 件間 には有意差があ り、

喫煙>再 喫煙>禁 煙 の順 であった。喫煙、飲酒、

飲酒喫煙の3条 件 間でのク レペ リン検査では、喫

煙時での正反応数 が最 も多 く、飲酒 により減少す

るが、酩酊下での喫煙 によ り増加す るが非酪酊 下

での喫煙水準には達 しえなか った。 タ ッピングテ

ス トでは、喫煙 と禁煙、喫煙 と飲酒の関係は一様

で はなか った。

考察:今 回は情報処理能力 としては複雑 なCWT

と 、 これとの比較を も目的 とした比較 的単純 なク

レペ リン検査 とまった く単純な タッピングテス ト

を施行 し、喫煙 と禁煙 、喫煙 と飲酒の2つ の視点

か ら検討 した。CWTで は通常喫煙、禁煙、再喫

煙間では7名 中6名 が禁煙により通常喫煙時 に比

べ低下 し、 また7名 中5名 が飲酒 時に比べ、飲酒

喫煙時の値が有意に高 い値 とな った。 これ はCW

Tに は、適切な刺激要素であ る提示 され た色 に対

す る集中力 と、不適切な刺激は無視す る能力を要

し、葛藤状態 も含 まれて いる。ニコチ ンが情報処

理能力を高め、アル コールが葛藤を緩和 し、全体

の遂行能力が高 まって いるのか もしれない。 ク レ

ペ リン検査で も通常喫煙、禁煙、再喫煙 の3条 件

間で は通常喫煙で最 も効率がよか った。 これ らは

喫煙経路 によるニ コチ ンの急性 効果、禁煙下で は

退薬症候の影響が考え られ る。一方、 より単純 な

タ ッピングテス トの結果は一定 していなか った。

す なわ ち喫煙すなわちニ コチ ンの効 果はより複雑

な情報処理で明瞭に認め られ ると考 え られた。


